
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

  SEの排菌は強換により増加することが明らかにされているが、国内の大規模養鶏場 の約７割は、経済効果を高めるため強換を実
施している。こうした現状の中、SE対策の有効な手段の一つとしてSEKVが1998年に市販されたが、ワクチンの使用方法が日本と米国で
異なることや公表されているデータが少ないことから、高価なワクチンの使用が経済 的に見合うかどうか危惧されている。また、ワクチ
ンの有効性に及ぼす強換の影響については国内外を通じて報告がないことから、ワクチンの接種法を変えた鶏群で強換の影響を調査し
た。(表1） 

［成果内容］ 

 １．盲腸便からのSE分離陽性羽数は、試験期間を通じて全ての区で差は認められなかった。(表2)  

 ２．臓器からのSE分離陽性羽数及び菌数は、4区の肝臓、脾臓が高い傾向を示したが、他の区はいずれも低かった。(表3、5) 

 ３．盲腸便への排菌数は調査期間を通じワクチン接種区を含め全ての区で強換により増加したが、３、２、１区の順に強換による排菌
への影響は軽減された。また、1区の無強換鶏は、全ての区の強換実施鶏よりも排菌が少ない傾向にあった。 

［留意事項］ 

なし 

［普及対象地域］ 

千葉県下全域 

［行政上の措置］ 

なし 

［普及状況］ 

［成果の概要］ 

 部門   養鶏 対象 普及 

課題名：強制換羽処理がSalmonella Enteritidis(SE)不活化ワクチン(KV)の排菌抑制効果に及ぼす影響 

［要約］産卵開始前のSEKV１回接種で廃鶏期までSE排菌抑制効果が認められるが、強制換羽処理（強換）により効果は低下
する。また、強換前のSEKV追加接種により強換後も排菌抑制効果は認められるが、産卵前１回接種で強換を実施しない鶏群
より効果は劣る。SEの予防にはSEKVの産卵前１回接種で強換を実施しないことが望ましい。 

キーワード（専門区分） 薬剤 （研究対象） 家禽類－採卵鶏 

（フリーキーワード） SEKV、強制換羽、排菌抑制 

実施機関名（主   査） 東部家畜保健衛生所衛生指導課 

（協力機関） 畜産総合研究センター生産技術部養豚養鶏研究室 

（実施機関） ２０００年度 
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